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I はじめに一研究の目的と問題の所在

韓国では、第二外国語に対する認識やニーズが年々高まりつつある。なかでも H本語の学習

者数、教員数、教育機関数は年々増加しており、世界における日本語学習者数を国別で比較す

ると、対人口比ではもっとも多くの日本語学習者を有している。その一閃として、日本とは異

なって、第二外国語の学習が韓国では高等学校の段階から始まることがあげられる。さらに、

最近では、中学校においても、第二外国語の授業を取り入れている学校も増えてきており上記

の傾向に拍車をかけているん一方、早い段階から学習しているにも関わらず、なかなか外同

語を「運用できる」レベルまでは到達できず、自信にも結びつかないという問題が指摘されて

いる 2.3
0

その要因として、生徒が英語以外の外同請を学習することについての明確な目的や動機が見

つけられないまま、授業の一環としてなんとなく学んでいるという現状が指摘できる。生徒は

成績のためにやむを得ず勉強しているという認識を持ち、学校ではIU-!られた授業H寺1111に多く

の内容を盛り込んだカリキュラムによって授業が行われていくという実情がある。つまり、韓

間における外国語学習は、住lは取り組む「時期Jにこだわり、教員はがとめられたカリキュラム
をこなす「進度」にとらわれ、生徒は「成績」のためだけに学習しており、三者がそれぞれ民

なった目標に向かうという矛盾をq包んでいるのである。
ゆえに、早い時期から学んでいるにも関わらず、効果があがらないという残念な結果を生み

出してしまっていると考えるむこのことは筆者自身が韓凶でH本語を学んでいた10年前からす

でに感じていることである。

そこで韓国における日本語学習者の現状を把捉するため、尚校生を対象として、 11本誌に対

する必要性の認識、学習動機や目的に関する質問紙による調査を実施することとした。本稿で

は、その結果を報告し分析するとともに、日本語教育や第二外同語教育における課題克服の手

がかりを模索する。韓国における日本語教育の「今」を報許し、今後の韓同のH本語教育の発

展に多少とも寄与することができればと願っている。

E 日本語教育に関する先行研究

韓同における日本語教育は、植民地支配を受けるrll、1:1本語が強要されたl時代に始まり、約

35年間の歴史をもっ口現在、韓同で日本語を学ぶ若者は、この過去の!託史的!J~桁から 11本とい
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う国への反!惑を持ちながらも、解放後の「現代の日本Jの言語を学ぶという、いわば相反する
感情を抱いたまま学んでいる状態であるといえるだろう。

つまり、日本という国が嫌いだから日本語は学びたくないという気持ち、またそれとは反対

に、日本という国は嫌いだけれども、現代の日本への興味から日本語を学びたいという気持ち

が混在しているわけである。そして、多くの高校生にとって日本が好き、あるいは嫌いという

気持ちの以前に、進学を目の前に学資しなければならないという現状が先行しているといえる

だろう u 学習者は複雑な気持ちを抱きながら、ある:w:1床強制的に学ばされていると言えるだろ
う。しかし、ある言語を学ぶこと、身に着けていくことは、今後、相手回への関心を増し、両

国の関係にとって良い影響を生み出すことにつながるはずだ。以下、現在の韓凶における日本

語教育の問題点をJl[ftに明らかにしていく口

1 韓国における日本語教育に関する先行研究

河先 (2013)は、韓国が日本に植民地支配を受けたことから始まる日本語教育について以下

のように述べている。

植民地支配下において「図語」として日本語教育が行われた結果、韓国内には少なから

ぬ日本語理解者が誕生していたが、彼らは、 1960年代から70年代にかけて日本語教育が再

開された時に、日本語教師として活躍した。彼らの存在なしには、これほどまで急速に日

本語教育が拡大したとは考えにくい。また、植民地支配!UJには、大半の人々にとって、近

代的な知識にアクセスできるl唯一の言語が日本語であった上に、日常生活においても日本

語を強要されたため、日本語は言語生活のあらゆる領域に根を下ろすことになった。

確かに母国語が禁じられ、日本語が強要される植民地|時代という過酷な時代において、人々

は、母国語を使用してはいけない、母国語を守りたい、などという母国への言語に対する認識

や意識より、目の前の生活を維持することの方が優先され、生きていく上で必然的に日本語に

対するニーズが高まったと思われる。

河先(前掲)によると、その後の韓国社会における日本(語)については以下のように紹介

されている。

解放直後の韓国社会では、何をおいても日本色を帝びた文物を払拭しようとする動きが

起こった。日本語を話すまい、日本式の名前を呼ぶまい、日本の歌をうたうまい、日本人

の物を買うまい、日本の人形やおもちゃを持つまいというスローガンを掲げた「すべから

ず運動」は、倭色のものすべてを排除することをめざした。

日本の植民地支配を受けた韓国では、解放後、強い愛国心に変わり、その影響は今でも根強

く存在している。日本の文化開放4により、日本文化に触れ、日本への旅行などを通して日本

の人々に直接向き合えるようになることで、日本に反日感情を持つ韓国人は全体的に少なく

なってきている。しかし、この「すべからず運動」の現象は現在の高校生においてもみられる。

詳しくは後半のアンケート結果の所で述べるが、韓国の高校生が日本語の勉強を続けたくない
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理由として、「日本が嫌いだから」といった感的的な怠見が見られることや、また反対に日本

語の勉強を続けたい理由として、「日本人に韓国のことをきちんと知ってもらうため」という

意見があるのは、かつて日韓.が他民地関係にあったという ~ji.'h'lが絡んで、いると考えられる。

2 外国語教育に関する先行研究

古島 (2014)は小学生が外国語を学ぶ意義について以下のように述べている口

外国語の授業では子供たちは新しい言語を主11り、それを1'1分の胃誌と比較するようにな

る。言語は多かれ少なかれその1'f扶となる文化と結びついている。つまり、その文化を担

う人間と結びついているのである。まず、子供たちは生活と考え方に述う可能性があるこ

とを知る。 時には他の文化を知ることで目標文化と自分の文化との間の対立・差異と対峠

することになるc こうした教室の中での経験が積み重なることによって、子供たちは他者

に尊敬をはらい、差異を尊重するようになるはずであり、物事を相対的に見、考察する能

力を育むことができるであろう。

外国語を学ぶことを通して異文化に触れ、他者への敬広を払うことや自他1111の差異を尊重す

ること、利己的な思考から抜けlUし他者への思し、やりを育むことのm要性が説かれている。ま
た、外国語を学ぶことについて金、鄭 (2015)は以下のように述べている。

韓国語(または他の外国語)を習うことで、これらの見えなかった部分、見えにくかっ

た部分を他の言語にJ!日らして考えてみることができ、日本語の再発見をすることができる

のです中

母国語しか知らない人は、ある立I床自分の視点でしかものごとを捉えられないのかもしれな

い。最近では学校教育を始め、あらゆる場ifliで子供の時期から外国語に接することや学習する
機会が増えてきている。上記の先行研究が指摘するように、理想的な外国語教育とは、やはり

学んだ言語を通して、その国への関心や理解を深め、次の世代にもつながるきっかけを作るこ

とであろう。

E 韓国人高校生の日本語学習における実態調査

1 本調査の意義

本調査の目的は、韓国人高校生の日本語学習における実態を明らかにし、そのことから彼ら

の日本(外国)語への意識や学習態度を分析するものである。そのため、まず韓国の11本語教

育の背景について述べておきた1，.'0

韓国における日本語教育は、 1910年に韓国が日本により他民化された時代に始まった。その

後、 1937年の日中戦争の頃から、教育現場では朝鮮史の学習やウリマル(隣国語)が禁じられ、

国語という名目の下、日本語使月]が強要された九 70歳以上の人たちは、日本名への改名、日

時l五lの117j校，こおける日本Jl



本語を事l'し付けられるという時代を生きぬいてきたのである 60 iもっとも近くてもっとも泣い
国」という言葉に象徴される日韓関係が長い間続いてきたといえるだろう〉

しかし、 2000年頃からは、上記のような冷えた関係に変化がみられるようになった。例えば、

長く禁止されてきた日本文化の開放や、2002年のワールドカップ共IIiJlm1l1iなどが挙げられよう。

こうした日韓関係の変化にともない、韓国人の日本誌に対する意識も著しく変化した。かつて

のように、強要ではなく、日本文化に興味があるから、アニメが好きだから、日本のファッ

ションに関心があるから、といった理山で日本語学習を始める人が若い世代をrl'心に附えてき

ている。

韓国ソウルの町を歩いてみると、日本語で話ができる現地の人に会うことは珍しくない。特

に、ミョンドンやインサドンなどといった日本人に人気の観光地では、時国語が分からなくて

も日本語だけでコミュニケーションが取れ、買い物ができるほどである。そこで働く人のほと

んどは大人になってから独学で日本語を勉強した人たちである。片言の日本話であっても、毎

日のように触れ合う日本人の観光客と積極的に言葉を交わす彼らの日本語力に、驚く日本人を

日にすることも多々ある。

一方、学校教育の一環として日本語を学習している、あるいは、学んだことがある高校生や

大学生はどうだろうか。覚えた単語は試験が終わると途端に忘れてしまい、学習した文法は卒

業すると同時に消えていくという場合が少なくない。せっかく 1年、または、 1年以上かけて

学習した日本語なのに、使わないで忘れていくことが非常に多い。

韓国における日本語教育は、教育者数、教育機関数、学習者数のいずれをとっても、 'ii~.に世

界の上位に位置している。しかし、数字上は日本語教育が盛んになっている一方で、聞けない、

話せない、つまり、使えない学習者を生み出す日本語教育が相変わらず続いているのはどうし

てだろうか。大半の韓国人が日本語学習を始めるのは、 1115校に入ってからである。本研究にお

いて、高等学校を取り上げることにした理山の一つは、まさにここにある。

韓国で日本語教育を受ける若者の日本語に対する意識全般を明らかにするため調資を実施す

ることにした。筆者自身も韓国の高等学校で第二外同訴として日本語とlI'r会ったのをきっかけ

に日本語が好きになり、日本へ留学を決めたのであった。 高等学校での 1年!日!の日本語の授業

は、多くの韓国人生徒にとって、その後の日本語との関わりに大きな影響を与える口市者が日

本語を好きになったのとは反対に、その l年で日本請が嫌いになる友人もいた。そのため、対

象言語の好き嫌いが決まる最初の出会いの時期は非常に;重要であると考える。

なお、高校では日本留学試験や日本語能力試験などの資格をとることをu標に学潤すること
は少ないことを特筆しておく。

2 調査概要

( 1 )被験者

韓国の高校生にとって日本語とは、学校教育の一環として行われている数多い第二外rlil誌の

中の一つである。下の表1に本調官の概要をまとめる。被験者のほとんと'-/)';iUj校生になってか

ら日本語の学習を始めた者であり、また、被験者全Hが日本への官学経験をもっていなかった。
韓凶首都l剖の私立高校の生徒252人を対象に'l'iIIIJ紙法で調査をした。韓国の113等学校におけ

る英語以外の第二外国語クラスの教只は、ほとんど斡同人数日である。また、生徒もクラス40

-30- 龍谷大学グローパル教育推進センター研究年開 (2016)第2:1~;. 



表 1 被験者のデータ

①回答者数 韓国首都閣のイルサン市内の私立高等学校高校生252人

②調査方法 質問紙法(質問紙は付録参!!な)

③調査時期 2015年8月

④教員 韓国語を母語とする教只

⑤生徒数 1クラス40名程度

⑥学習者の日本語レベル ほぽ学習歴なし(数名中学校からの学留者有)

⑦学習者の母語 韓国語 000%) 

⑧日本語科目の時間割 (例)月曜、火II~、水曜(週 3IiJ))

45分授業/1時間、 2.25時間/1週間

⑨その他教室外環境 日本語を使う機会はほとんどないが、アニメーションや漫画、

映画など日本語の映像に触れることは可能である。

名程度で、生徒のほとんどが全く何も知らない状態から学習を開始する。日本語の科目は、高

校2年次に 1年間履修する o 1 時間のクラスは45分で、週あたり 3同授業があり、約2.25時間

学習することになるヮまた、それぞれの学校が異なった出版社の教科書を使用している。そし

て、学習者は、教室を一歩外に/11ると、自分から日本語を使用できる環境を求めることや、意
図しない限り日本語を使う機会はほとんどない。 日本人が英語を全く使う必要のない環境の下、

英語学習をしている状況と同じであるG

(2)調査方法

第二外国語として日本語を提供している首都闘の私立高校を訪問して調査をお願いした。日

本語を担当している教員を通して、質問紙を配布してもらい、尚校生に|り!答してもらった。

( 3)分析方法

質問紙で回答してもらった白由記述式の調査結果を、 KJ法等をJlJ'-、て分析した。白山記述

の質問項目は複数|口l答が可能である門また、有効回答数は100%として分析している口

3 結果と考察

韓国では外国語は英語という認識が少なく、外国語というと英語に日本語あるいは中凶語、

フランス語、スペイン語などといったようにもう一言語を加える。英語にプラスする形でもう

一つ外国語を学ぶという認識が根付いている。それは、早い段階から外国語教育がなされてい

ることや、また、就職活動などにおいてももはや英語は使えて当たり前とされており、他に何

らかのスキルが必要な時代になってきているためである。反而、自分が何をしたいのか、何を

すればいいのか、将来の夢や進度がはっきりみえていない高校生にとっては、日まぐるしい時

代の変化やニーズに振り回されているといった側面もある口第二外1111言語への認識は高いものの、

韓凶の尚校における FIIj>:H;γ戸習の実態調在ー31ー



実際には活用されていない理由は何だろうか。

続国人高校生の日本語学習に対する意識について、彼らの学習そのものに関する(1)第二

外国語の必要性の認識、(2)学習目的や動機、 (3)実際の学校の日本語教育に関するこ と、

(4)今後の日本語学習においての課題といった大きく 4つのテーマに分けて調査を行った。
以下にその結果を報告する。

(1)第二外国語の必要性の認識

第二外国語を勉強することへの必要性をどの税度、韓国人高校生たちが認識しているのかを

探るため、 「海外に留学してみたいと思うかJ["第二外国語(日本語)の勉強を続けていきたい
かJなど9項目の質問を設定した。
「留学してみたいと思いますかJという質問に対しては、「してみたいJという意見が約74%
にも上った。187名の被験者が外国留学に関して肯定的な意見を持っていることが分かつた。

今では外国旅行や留学などは、もはや実生活とかけ離れた夢のようなものではないのであろう。

そこで、溜学する場合、どのような固に行きたいのか、及びその理由を尋ねた。留学先とし

ては、アメリカや日本が圧倒的に多く、その次にヨーロッパ地域への関心が高いことが分かつ

た。またアジアの隣国でありながらも、中国への留学を希望している生徒は2名しかなかった

のに対し、日本は54名で圧倒的に多いことが分かつた。 (図1) 

n=252 

町
門
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30 
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図1 希望する留学先と人数

さて、理由についてみてみよう。一番多かったアメ リカへの留学希望の理由は、やはり 「英

語をマスターするため」という意見が多かった。斡国でも英語力というのは、成績や将来の就

職にも深く関係しており、英語の必要性は高く、また英語のスキルは当然身につけるべきもの

と見なされている。しかし、全体的にみると、語学やその他の勉強を挙げる意見は非常に少な

く、 全体のわずか22%にとどまった。高校生が外国留学を希望する理由と しては、典文化体験

をしてみたい、観光、旅行、本場-の料理を満喫したい、現地の人との交流がしたいなどといっ

た、その国や文化への興味の方が高いことが分かった。(図2)

日本語を学習する高校生がどのような展望を抱いているのかをみてみよう。全体の66%にあ

たる高校生が「これからも日本語学習を続けたいJと回答している。
「日本語の勉強を続けたい」理由としては、「今すぐには使えなくても、覚えておくと将来何
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料理への 現地での

関心 交流 n=252 

図2 留学を希望する理由

かに役立つかも知れない」という考えから、 「続けて学習したい」という意見が約30%を占め

ていた。次に、「日本語の勉強そのものが楽しいから」という意見も約27%に上った。また、

「日本に留学や旅行がしたいからjという意見が約16%で、 「日本語に限らず様々な言語への関

心があるため」という意見も約15%あった。また、 言葉そのものよりも、 「日本や日本の人の

ことを理解するためJ、逆に 「日本の人々に韓国のことを知ってもらうためJといった、文化
理解のための一つの道具として勉強を続けたいという意見も約12%であった。(I語3左)

反対に日本語の学習を卒業後に続けたくない理Itlとしては、 「日本語の必要性をそれほど感

じないためjという意見が半数を占めた。または、「現在の日本語の授業が難しいためJr基礎
が身についていないため学習に遅れが出ているJなどの理由から、「これからは続けたくないj
といった意見が約28%であった。続いて、 「日本語の授業が楽しくないjという意見約17%、

「日本が嫌いなため、日本語も勉強したくないJといった意見も約5%あり、 国への関心がそ
の国の言語学習への関心に影響を及ぼすことも分かった。斡国人の日本という国に対する先入

観が未だに、若い世代の高校生たちにも根強く残っているといえるようだ。(図3右)
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図3 日本語の学習を続けたい理由ならびに続けたくない理由

英語や日本語などの第二外国語は、 学校教育で必須科目とされているため、 学んでいる生徒

がほとんどである。対象言語に対して興味が湧くかどうかはひとまず脇において置き、 学習が

強制されているわけだ。

Vl/.図の高校における日本語学習の実態調査 -33一



日本語の勉強を続けたい理由をみていくと、~I.I到では日本語に限定せず、社会全体的に百・話

への|県l心がL5いともいえるのではないだろうか。日本訴の勉強を続けたくない理由からは、上|

本語の授業で行う活動が直接影斜iを及ぼしていることが分かった。このことは、初めて学ぶ

外国請では授業内の活動が今後、その言語の学習を続けるか、止めたくなるのかという鍵をに

ぎっているといえよう。

それでは、日本語学習の有用性について、同校生はどのように考えているのだろうか。rFI 
本部学習が役立つ」と回答したのは約75%に上った。実際日本1!?を使う機会がない向校生に
とって日本間の学習が今、役立っていると考える理由は、 1);1進成制に|刻係がある必修科1:1の一

つであるためだと予想される。(図4左)

一方、「日本語学習が将来に役立つと思うか」については「役立つ」と回答したのは約半数

の49%であった。([gI4右)この2つの回答傾向から日本語の学習が将来よりもむしろ現在に

役立つと認識していることが指摘できる。つまり成紛が1fi:裂なわけである。しかしながら、全

体の約半数にあたる生徒が「日本語は将来役立つ」と答えていることは、外国語学習を近視眼

的に捉えているだけではない認識が読み取れるもので、外国諸学習の目的や教授法の重要性を

改めて指摘された思いとなる。
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図4 日本語学習の現時点での有効性と将来の有効性への意識

例えば、様々な言語を学習しておくこと自体が有利だと考える意見や、就職活動の際にも、

何か+aの而として評価されるといった意見がむかれていた。ある国について理解する場介に

も、その国の人々に理解してもらうにも言問プJは宜主:だと考-えていることが窺える。

続いて多かったのは、 「旅行に行く|際に話せたらいいJといった立見であった。[14>:は隣国
からは一千ff近い|盟でもあり、 最近では旅行に行き米する若者も少なくない。訪れた|祭に話せた

ら似利であると考・えているのであろう。恭者たちが、日皮なレベルではなくとも、円本日liを

{史ってみたい、実際に日本に行ってみたいといった円本そのものへの興味や関心を持っている

ことを読み取ることができ、 言語を過しての相互交流、児文化翌Il僻への道に灯りが士jっている

思いとなる。最後に、 rtI:~JT-に役立つと思う 」 と答えた意見がみられたが、その翌日山としては、

r'.i'tえておくと良い」、「旅行会社などに就職する場合にイIIJか役立っかも知れない」といった型1¥
1:1.1であることが分かつた。将来にプラスに働くものとして21告を捕らえている傾向もやはりみ
られる。(1立15)

-3'1一 日!i?'子大字グローパル教育~(f;ì1ßセンター研究年fI! (2016)自1'-;25りー



n=252 

多哲郎カ

49% 

図5 日本語学習の将来性

以上のことから、税.国の高校生たちは第二外国語としての日本語学習について、目的や理由

が明確でなく学んでいる現状が明らかになった。純国の高校では、英語以外の第二外国語の履

修を諜しているが、多くの高校では、一つの言語しか提供していない。そのため、高校生たち

は、自分が在学している高校がIJ~J排している外国訴を必修として学ばなければならない。 よっ

て、自分の意思で日本語を選択した生徒ばかりではないということが影響している。後述する

が、学習動機として、進路や成松のため、学校教育の一環であるからという回答が圧倒的に多

かった理由はここに起因しているのであろう。また、ほとんどの生徒が高校から英語以外の第

二外国語を学んでいるため、外国誌はより身近なものになっているはずだが、彼らにとっては

よいことばかりではない。なぜなら、就i隙活動の|務に英語はけっして特別な能力とはみなされ

ず、英語以外のもう一つの外国語能力が;)とめられるl時代になっているからである。こういった

学校教育の事情や、社会的な圧力があるため、高校生たちは日本語学習に対する将来にわたっ

ての明確なビジョンといったものは持ち合わせずに、ただ学習させられているという問題が生

じている。

「日本語以外に習っている外国初はありますかJという質問では、半数以上の高校生が 「な
い」と答えた。日本の生徒の場合は、大学生になって初めて英語以外の第二外国語に触れるこ

とが多いが、隣国では、高校生の段階で第二外国語を学ぶのは当たりTIIiで、場合によっては中

学校から第二外国語教育を受けることも問えつつある。加えて、英知以外に第二外国語、第三

外国語を勉強している生徒も珍しくない。約57%の高校生が 「円本語以外にも勉強している言

語がある」と回答した。しかし、この|叫答には英語が含まれていることも考ーえられるので、英

語、日本語を除く外国語をどのくらいの制合で勉強しているのかについての数字は明礁にでき

なかった。

では、日本訴以外の外同訴を学習している理由は何であろうか0113校生にとって、 「これか

ら先、大学進学や就職の際にも直接影符があるため」というな見がもっとも多かった。上述し

たように、 総図の場合、 BE話以外にもう 一つの言語力が求められる Ik~:代でもあるため、外国語

への関心が高まっているからであろう 。 次，こは、 「学校教育の一部として学び、 その成紛が I~I

分の将来，こ|刻係しているためJという立比が26%あり、 iI~I ら好きで学んでいる J という生徒

は20%に過ぎないということが分かった。ここでも、兆却を除外しなかったため、 LI本語以外

の外国語が、英誌を合むのか、合まないのかは区別がつかなかった点を反省している。ともか

く、英語を含む外国語科.Uが、抑凶では非常に太平な科1=1の一つであり、重要な能力の一部と

似1.1のよ百校における11;f~，lri乍仰の実態調作 一35ー



されていることへの認識の高さが現れている。(医16) 

11=252 

図6 日本語以外の外国語を学習する理由

(2 )日本語学習の動機

日本語の勉強を始めた動機について見てみよう。自由記述での回答である。動機としては、

やはり 「学校教育であるため」という意見がもっとも多く全体の約41%にも上った。彼らに

とって、日本語学習とは、内発的および統合的動機による学習というよりも、 学校教育だか

ら、成績のために義務的にするといった外発的動機であり、道具的動機として学んで‘いるとい

う意見が多かった。「学校教育=成紡Jという公式があり、そこには 「個人の成樹=就職 ・進
学」という思想が;横たわっており、 「日本語学習の動機=学校教育であるためJという回答と
考えられる。 多くの高校生にと って日本語学習は、 I~I ら、好んで、選んで・始めたものではなく、

学校教育の一環として、やるしかない、やらざるを得ない、成績のための一つの道具という認

識が高いという傾向にある。他に動機として挙げられていたのは、趣味で始めたという意見が

約23%あり、および簡単そうだからという意見も約22%で桔抗しており、また日本自体への関

心についても約14%の高校生がもっている。(図7)

n=252 

図7 日本語学習の動機
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(3 )日本語学習の目的

純国人同校生のH本語学習目的についての回答結果を園8に示す。主に、 「成紛と|則わって

いるためJという回答が全体の37%あり、 「言語力を上述させるためJ(37%)という回答と合

わせて、令体の目的のほとんどを占めている。その他、 「旅行にいくためJ(13%)、「他味で」
(8 %)、「将来のためJ(5 %) などの回答があっ た。 これからの結栄から成紛がi止も if~要視さ

れつつも、 日Jiltそのものへの関心も高いということが分かJった。(1:i<18) 
昔話そのものへの凶心が高いだけでなく、旅行や趣味で、将来に日本で働く夢など、日校生

にと って円本話、日本という国の存在は、身近なものとして拠えられているようである。10年

ほと'jIijまでは、海外旅行や、日本での就職などは考えられないH寺代であった。斡国における日

本やH本間というのは、 ここ最近で大きく変化してきた表れであろう。

n品252

図8 日本語学習の目的

ここまで述べてきたように韓国社会においては、外国語の必要性にl刻係なく 、外国語能力;を

重要制される傾向があると考えられる。そのため、より多くの言語を、より早い段階から学習

させようとする動きは加速している傾向を読み取れる。筆者が実際般国で日本語を習っていた

10年以上前ならば、総国では、外国語を使う必要があるかどうかということに聞係なく、英誌

やその他の外国訴に対する認識やニーズが高かっ た。 ~者は13校卒業と同時に、日系企業に入

社し、約2年半務めた経験がある。高校でたった一年しか1:1本訴を学ばなかったにもかかわら

ず、入社時の而接で、日本語で質問を受けて戸惑ったことをj'tえている。そして、その後の業

務でもn本却を使う機会は全くなかった。
そういう経験からも、斡国社会が求める何となく 必虫:な外凶21t能)J、やらねばならない外岡
語学閣への無言-の圧力を、韓国人高校生のアンケート捌訟の紡糸に読み取ることとなった。1:1

本語がやり たい、日本語が必要という意見ではなく 、成紛のため、あるいは何かしら外国語能

力が;}とめられるためといった意見が多かった理由は、上述したような隣国社会全体を扱う雰聞

気を強く反映しているものだと考える。

(4)実際の日本語教育の現場

純国の高校で行われている日本語の授業に関して、現干1:行われている授来sに対する意見や授
業での円本語学習の錐易度、日本語力に対する自信度についても剖査することにした。

特悶の If~ {立における n ...j>:Ui~戸沼の尖態調1i: -37ー



「楽しくない」をスケールOとして、「楽しいJはスケーJレ100で表すこととし、被験者に自
分に合う所にチェックを入れてもらうようにして回答してもらった。その結果、「日本部のク

ラスは楽しいですか、楽しくないですかJという質問に対し、「楽しい (84名、 34%)J、「とて

も楽しい (68名、 27%)Jという肯定的な意見を持つ生徒が合わせて約61%を占め、半数をil!i

えている。

反対に、「楽しくないJという気持ちが強い生徒は、合体の18名、 7%であった。「どちらか
というと楽しくない」と考えている生徒も79名、 32%あった。つまり、キ帝国の高校での日本間

学習は、「全く楽 しくない」と思っている 17J校生はわりあい少なく、概ね楽しく J~ り組んで・い

る生徒が多いということが分かつたのである。(図9)
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図9 日本語の授業への印象

さて、「学校の日本認の授業が何かに役立ちますか、役立ちませんかJという質問について
の回答をみてみよう。「全く役立たない (28名、 ll%)Jと否定的なな見は、約11%であった。

また、 「役立たない」は77名で、約31%である。一方、「役立つ (91名、 36%)J、「とても役立

つ (54名、 22%)Jと合わせると145名にのぼり、約58%もの向校生が肯定的に捉えていること

が分かった。日校生が教室を一歩出ると、それほどFf本2!?を使う機会はないので、現段|併で
「役に立つjとはっ きり言い切るのは熊しいと考えられる中 「役立つJと考えている生徒が多
いことが示された。(図10)

n=252 

A
U
n
υ
n
υ
《

U
n
U
《

U

P
R
u
a
q
q
J
9
-
1
・

全く役立たない役なたない 役qっ とても役立つ

図10 学校の日本語の授業への満足度
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次は、 1-1:本語の授業が難しいと考えているかどうかである。紡呆としては、 一番多かった立

見が 「難しいJで80名、率にして約32%、二帯同は 「劾しい」で75名、約3096)、三位は 「と
ても易しいJと「とても難しいjが同数で46名(約19%)という舶になった。(同11) 
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図11 日本語のクラスの難易度

授業の難しさという点では措抗しているといえよう。学留者・全Hのレベルに完全に合うよう
な授業展開は難しいが、そこには、教貝側の意識のIHJ題も大きく |刻係するだろう。他にも生徒

の個人的な興味や、外国語学習に対する適性といった要因も授業への感想に影押すると考えら

れる。例えば、どのような教授法で日本語を教えれば、高校生たちが入門レベルをより楽しく

感じ、相極的に参加できるのかを考えなくてはならないわけである。これに附しては、朝鮮初

教授法の研究を進めていく中で今後追求していきたいと考える。筆者は、特に円本における純

国語教育についての研究をしているからである。また仰問においても、|こl本新だけではなく 、

すべての外国語教育を視野に入れて掘り下げていく課題であると考える。

たとえば英語のように学習者が長年勉強し、レベルに例人必がある科目とは災なり、学アlし

始めてからそれほど時11!Jが経っていない日本認を 「難しすぎる」と感じている高校生がこれほ

ど多くいることはとても残念である。「とても難しい」と答えた生徒の中には、向らそれほど

勉強しておらず、そもそも興味がない、だから難しいと答えた生徒もいるだろう。しかし、ま

だlオ本誌の勉強をし始めた、初期段階である日校生たちが、これほど偏った意見を持ったまま

授業を受けているという ことは、軽視されてはならないことではないだろうか。

「日本新が易しいjと答えた頁1¥由としては、他の外11<1訴と比べて、日本語は鈴国語と訪順や

文法が似ているため分かりやすいということがー凶として挙げられよう。一般的に、悦|百IIHtと

日本訪は文法が似ているということは、 1IIIj凶の学科t!rがJi.いの言語をザ:ぶ上で強いメリ ット と
して働くとも考えられる。 その他、 ~!f.同訴と比べてト| 本訴は背の数が少ないため発行がしやす

いなどの翌J!出も関与しているだろう。

(5 )日本語能力に対する自己評価

被験者の高校生たちに、自分自身のLl4:Mfの能力について、読解、聴解、{乍文、 会話という

4項目に分けて自己許制をしてもらった。項Uごとに少しばらつきはあるものの、全体的にみ

ても、どの項目においても、 「全く自信がないj、あるいは 「白日がないJという生徒が非常
に多いことが分かった。FI本語の授業自体には裂しさを感じつつも、作文や読解、 1mき取りと

いった前動に非常に不安を抱いている生徒が1-1立つという紡栄である。(閑12)

M. I ~Iの向佼における 11 -1ζJ語学刊の実態調1f. -39-
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図12 高校生の日本語学習の自信と不安

この自己評価の結果からは、現在の斡国の高等学校の日本語授業における数多くの矛盾が浮

き彫りになったといえよう。質問項目12、13、14の回答結果と合わせて考察してみよう。

生徒は、学校の日本語の授業が楽しいと感じながら受けている場合は、日本語の授業で学習

したことが役立つと思っている傾向にある。一方、楽しくないと感じながら受けている生徒は、

日本語の学習は役立たないと感じているのである。(図13)
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図13 日本語の授業の楽しさと 日本語学習の有用性

続いて、自己評価の結果である。どの技能においても「全く自信がない」、あるいは 「自信

がない」という答えが顕著で、あった。つまり、高校からスタートした日本語学習であるが、最

初の段階ではそれほど日本詩力に差もなく、不安もない状態であったのが、わずかl年あまり

で、日本語に対・する不安が大きくなるのである。この現象は、すべて日本誌を教える授業の中

で生まれたと言えるだろう。高校生にとって、学校での外国語教育は、これから先、その言語

を話す、その図そのものへの関心につながる重要な時期である。その段階で、しかも短い授業

時間の':pで興lii度の高い諸説や文法事項の修仰のみを目的にした授業をすることは)'J.I床があるの

-40一郎谷大学グローパル教育:Jft進センター研究年総 (2016)筋25-0



だろうか。そうではなく、自立的、主体的に考え、学ぶことこそ重要であろう。さらに今後そ

の日本語力を何につなげていくのか、そういったことへの気づきということの方が重要である

と思わずにはいられない。日本語学習を始めたばかりの生徒たちが、日本語に対する不安ばか

りが多いという結巣は、非常に残念であり、早急に改善したいと考える。

さらに、 4技能に分けず、自分の日本語力全体についてO点-100点のスケールを与え、許

点をつける'l'111.l]をしてみた。総合点でみても、 「どちらかというと自信がない」と答えた生徒

が全体の約69%にも上った。(図14)日本語の授業が楽しいと感じ、それほど難しくないと感

じながら、しかし、自信がもてないのはなぜだろうか。大きな矛盾の理由を探る必要がある。

76-1∞点
9革

図14 自分の日本語力の点数化

高校生は日本への憧れや興味をもつことで、日本へ行ってみたい、あるいは日本語は楽しい

と思っている。しかし、日本語の授業で実際に行われる内容は、高校生が想像していたことと

は異なり、試験に合わせた訓練である。そのため、日本語学習は難しいという印象に変わるの

ではないだろうか。

英語の場合は小学校、中学校、あるいはそれ以前から接する機会があって、すでに好きか蛾

し、かが分かれているのに対し、 尚ー校生にとって日本語はまだ出会ったばかりの新鮮な言語であ

る。学習を開始する前から既に得意不得意が分かれている英語の場合と異なり 、誰もが同じゼ

ロのレベルから一緒に学び始め、自分にもできるかも知れないというWJ待を抱いている。だか
ら、この段階では日本諸学習は楽しいと思わせることが何よりも優先されるべきである。しか

し、笑際には、試験や成績のために仕方なくやっているという圧力を感じ、大きな牙'盾を生じ

させているのだ。

一般的に外国語学習においては、「話す」こ とへの不安が大きいといわれているが、韓国の

高校生は、日本耕作文や読解についても大きな不安を感じていることが本調査から明らかに

なった。このことは、会話活動が教室内でほとんど行われていないためではないかと考える。

その一因として、学校教育では決められたカリキュラムをこなすことが重要であり、 H利目的に

余裕がないために会話の指導にまで手が回らないといったことが考えられる。このことは実際

に、その教育現場で日本語を学習した一人として筆者自身も感じていた。こうしたことが、 一

年間日本訴を習っても使えない状況を生み出し、学年が上がるに従って 日本語鰍いをi首長さ

せ、あるいは、卒業と同時に日本語を忘れてしまう状況をもたらしているのであろう。日本語

抑e!lのお校における1:1本J古学仰の尖態i狗1f. -41-



は「楽しいが、縦しく自信がない」という意識から、「難しいが楽し く自信がついたJという
意識に変えることが、 韓国の高校における日本語教育に謀せられたもっ とも大きな課題といえ

よう。次の項目の質問ではEI己評1Illiの理由について聞いてみた。
「自分の日本語力につけた点数の理由を教えてください」という質問の結果は、 以下のとお

りである。(図15)

n=252 n=252 

あまりで企ないから
ある程度できるから

勉強不足だから

自1肯がないから

成績が感いから
成績が良いから

30 刊卸 曲 70 o 5 

図15 日本語に自信がない理由(左図)ならびに自信がある理由(右図)

自信がないと答えた生徒の意見としては、「あまり できない (62名、 50%)J、「自分自身の

勉強不足だから (30名、24%)J r自信がないから (25名、 20%)J、「成績が悪いから (7名、
6 %)Jであった。

反対に、自信があると答えた生徒の四¥1:1:1としては、 「ある程度できるから (32名、59%)J

r I~I 信があるから ( 11名、 20%)J r成紛が良いから (11名、21%) Jという結果で‘あった。
高校生が自分自身の日本語能力を図る方法とは、 実際に学校以外の場所で日本人とコミュニ

ケーシ ョンが取れたり、日本への旅行の際に使えたり、検定試験を受けた結果であったりとい

う具体的かつ客観的なJll¥I却ではないことが分かった。

高校生という立場やJJ;:~境から、日本語に対する自信を感じる基準は授業内の活動がほとんど

であり、また授業で行われた活動の粘*を示す評価としてのテストの成航などから得られてい

るのである。つま り、テストの結果が悲いことが、自信を失わせ、ひいては勉強不足であると

いう込lいを作り11.¥すのである。反対にテストの結果が良い、だから自信がある、あるいは、あ

る桂!立できると感じているから I~I 信を持っているという辿想を生み出しているわけだ。

(6)高校生が考える日本語学習においての今後の課題

全体的に日本語力には自信がもてない生徒が多いという結巣であったが、高校生たちは日

本訴能力の_L述のために、どのような努力をしているのだろうか。その結果 「何もしていな

い」という生徒がもっとも多く75名(約39%)にも上った。その他は、 「授業を頑張る (50名、

26%) J r勉強する (39名、 20%)J r日本のアニメや|決聞をみている (22名、 12%)J r実際に
{史ってみる(5名、 3%)Jという内容が続いた。このことからは、高校生にと って日本語と
は、数多くの教科の1"1:1の一つであり、大学:進学や就臓のための一つの道具であるのだが、日本

語だけにそれほど勉強のH寺問を貨やすことはできないという本音がうかがえる。

実際に何もしていない山山は 「あまり|時間がないJr他の勉強で忙しいJという意見もあっ

--12- nU?子大'''f:グローパル数mWilliセンター研究年初 (2016)第25号



た 円4:誌を専門にやっているわけではないので、入試をt-Iの前にして、日本語力の上述のた

めに何ができるか、すべきかについては、考えることすらしたことがないといった印象を受け

る。

次に、白分の日本語力上遣のためにできるプ'ii去についてどのように考えているかを;r~，-ねてみ

た。11，i:も多かった意見は、自分自身の努力に|則するものであった。このことから、努力をして

いないから上達しない。さらにいうと、努力をする必要がそれほどなし、。また、他の教科への

負担もあり、 FI本語だけにそれほどのH制:uをかけられないという高校生の現状がやはり見てと

れることとなった。つまり、高校生たちは、 日本i引を学習することにメリットを感じていない

といえるだろう。

日校生がH本語能力を向上させるためにやるべきこととして、ただ努力することをその方法

として回答しているのはどうしてだろうか。(1誕1(6)実際の教室内での活動が、 l暗記や文法を

rl:1心に行われていること、また、何d:lのように111却や漢字のテスト をすることなどに起因して

いると思われる。その結果、成績のためにはlIiJ記しかないといった短絡的な思考に走っている

生徒をやみだすことになっているのではないだろうか。そこに、筆者は危倶を覚える。つまり、

学判者の自主性や自律的な学習態度を培うよう な教授法や活き活きとした教室活動が行われて

いないという問題点が潜んでいるのである。円仰の 「古語の近さJというメ リットを最大限に
活かす指導法が開発され実施されること、そのことが、これからの韓国の高校における円本日!?

教育の米来を変えると信じる。

"'252 

日本に興引、世帥つこと

n本への耐乍

日本町アニメや映画をみる I 21 

努力する

o 20 40 帥 80 1曲 120 1.10 

図16 日本語力上達方法

以卜.のように、韓国人高校生の日本語に対する立織を質問紙による回答結果から分析、.i5・察

を行っ てきた。 そこからは、円本語学官に対して非li;~.にオ午前した意見や考えをも っていること

がIVJらかに読み取れる。今回の調布では、被験者数が252人であるため、韓国人高校生全体の

意見や.)f;えという ことはできないが、 一つの傾向を1Jtえることはできたのではないだろうか。

'\jlJ校 'I~たちは、1:1 本語は楽しいけれども雌 しい、役に 収っかどう か分からないがこれからも

勉強を続けたい、という二而性をもっている。この制作からは、隣国人高校生の学科動機や年:

ザIn的を|別らかにすることに至らなかったが、 n分の立忠ではどうすることもできない環境ド
で、すでに必修科目として設定されている救刊を、や~1>1 1Ø)機がないまま目的も明般にされずに

学習を続けざるを得ない現状であることを旅行する。悦凶人前i校生は学校教育の一部として、

成紛のために円本語やその他の外同誌を学んでいる現状があり、そのことによって生み/I'rされ

る多様な;刊行点があることがi手き彫りになった

怖いlの尚伐におけるn本，iiげ:哲lの実態凋1f: -'13一



N おわりに

本調査を通して、韓凶のICj校生は日本語そのものへの興味を抱きつつも、学校教育の一環と

して強制的に学習させられるという外的要凶に大きく影響されていることが分かつた。尖際に、

日本語は韓国語と語jrlriが似ていることや、発音が比較的に楽に修得できることから淡然とした

親近!惑を抱いているが、実際の教室環境での取り組みといえば、筆記試験での成主fi誇H，lIjという、
自らの興味とは異なったゴールを目指さざるを得ない。したがって、興味はあるが自信はもて

ないといった心理状態におかれている。一方で、今後日本語学習を統けたくないと否定的に考

えている生徒は少なく、むしろ、続けたいと考えている生徒の方がはるかに多いという結果が

得られた。これは、現在は、成績をよくするためにとりあえず学習しているが、将来的には日

本へ行くことや仕事で使うことなどを想定して日本語を学習している場合もある口言い換えれ

ば、今すぐ必要がなくても、将来何か役に立つであろう、あるいは外国語はとにかく学習すれ

ば良いといった外国務に対するいわゆる崇拝思想が韓凶社会全体の基底にあり、高校生である

被験者たちの外国語学習の動機や態度に強く影轡.しているものと思われる。

今回の調査では、被験者を高校生に限定したため、韓国人全体の日本語学習者について論じ

る材料としては不十分だったと思われる。そのため、今後は、学校教育の一環としての、制限

された日本語教育を受けている、ある立l味、特別な環境にある尚校生に!U{らず、大学生や、日

本語学校の学生、社会人等、広範凶にわたる日本諸君主背者についても調査し、比較考察を行う

必要を感じている。

韓国では、日本請を含む外国語学習に対する熱立が年々山まっているが、「開始時期Jにこ
だわる外国語教育から、「質Jを重んじる外国語教育へと抹け/Hす努力をする時期がきたので
はないだろうか。さらには、学習者中心のデータ調査だけでなく、今後、教育省が提示してい

る教育目標及び、実際の教員側の環境といった、外国語教育を考えるうえで必要な三要素を

均等に考察することが必要であると思われる。そうすることで、同じ]FL(J apanese Foreign 

Language:日本語を外国語として学習すること、以下]FLと示す)の日本語学習者を対象と

して、動機づけやよりよい教授法を明らかにできるのではないかと考えるつ n.の外凶語教育は、
学習者、教員、教室環境といった全ての要素が一つのIJ擦で一致してこそ、成功するものであ

ろう。そのため、学習者の立場からの意見だけではなく、教只や教室環境への視点も加えて韓

国における日本語教育を調査することが今後必要である口

そもそも外国語をなぜ学ぶのだろうか。筆者は、外国語学官の意義は、その言語を使う社会

や人々との相互理解と共に、交流のための一つの道具としての役割を果たすことだと考える。

本稿を通して、現在の韓国における日本語教育の~t_j.'h'i を知l り、問題点を把握することができ

たD 今後も統けて「韓国におけるより良い日本語教育」について考えていきたいと思う。

効果的な外国語教育、効率的な外国語学習は、決して学~~I者サイドからの悦点のみでは捉え

られない。教員側と学習1者側、そして、社会全体の意識が変わらなければ、現在の、成績のた

めの、強制的な外凶語教育から抜け出すことはできないだろう。「国際化Jという言葉にだけ
惑わされて、試験の結栄だけで学官者を判断するのではなく、刊得過程における取り組みや授

業内活動への適切な評価なども効果的な第二言目li学留を生みIHす視点へとつながるのではない
だろうか。筆者自身も、現在日本の大学で韓同訴を教えているo 教刷に立つ際、言-葉の知識を

伝えることも大事で、はあるが、一つの言葉を学ぶことによって、そこから相手や相手問、自分

-44- 龍谷大学グローパル教Tf引fi進センター研究年制 (2016)都25サ



と相手との相互理解への道へと導きつなげていく ことも教貝の役割だと考えている。これから

の日韓関係を変えていく主役は、小さな教室にいる若者たちなのだ。

付録

1 )調査の質問紙

，.国人高俊笠の日本語学習における!.ii態調査
{ニ<1)ア/7-~1;:: 京区凶査以外司居間で1.一明埋めt\llt!ん}

11，!外に留担，てみたいと思いま，n' I;n， いいえ
2117~'"い巴とその理留を被えて下きい

3ニt¥o'らも自'"信由主曽壬摘J/.:.l・と思いますか IJl' いいえ
4ドモ司理eモ，支えてTe¥‘
SI8::e::!巴モ鈷絡することが‘珂かに暗立つこと"ありますか '"、 いいえ
'1'"完投立つことがあると思いZ判、 '"‘ 

いいえ
715でrl;~ 、 jと菩えた方どんはことだと患いZすか → 

'18"'1~以外に冒令ている外国t~l:あリますか '"、 いいえ
Bそ田3空白モ副えでT<'t' ー
10日本括的勉強を姑@た凱恨IJ伺ですか ー
111'~ 1i 向を139'羽こ自志向そ勉絡しでいlJ.習か 『

1112 3 4 

全く~し<f.i~ 、 可 とτむ克もい
学日司自耳目司!i.について純久て下<'t' 世に立た信い 1 世に立つ

'恥い 由理ι，い

11t，5 6 e ? 

眼前;こ自flo"<iぃ可 IlAiに自fBo'、ある

自分申8"'11力について敏久で下車、 l!Ai!::白f&.o¥1.. -い司 ._ 1l!A1に白fBo'J)る
作文iこに白f&.o¥I';い守 ._ 1"，文に白fBがある
全，~rζ白 (!o、'.い可 言I~Iζ白帽がある

191!l分0)自芯陸1)にd目をつける白，たら伺dですか O~ 国 1∞直
20そ司Z重自を澱えですきい
目白，，!!O)力をつηるために‘自分でどん匂ことをしてい志すか
22どうすnば日本1ft刀"土壇できると!哩いZすか 『

@~茸"ご自力I~ありがとうこぎいました

注

1 韓国では高等学校からすべての学校において英語に加え、 H本語や中国語、 ドイツ語、スペ

イン語などといった、第二外国語が学ばれている。ilt近では:中学校の段階から英語に加え第

二外国請をJ~ り入れている学校も増えつつある。一つの高等学校に、一つの外国語科目が指

定されている場合、高校生たちは自ら学びたい言語を学ぶのではなく、自分が所属している

高校が開講している外国語を学ぶことになる。または、 二つ以上の外国語を開講している高

等学校の場合は、 生徒が自ら学びたい言語を選んで学:ぶことができる。学びたい外国語を学

校が指定するのか、生徒が選択できるのか、各M校により5もなる状況である。
fアジア経i斉J2010.08.16記事
ソン(韓国仁川市長)市長は最近、市長日記を過して 、外国語駆使能力は一個人においては

もちろんのことであり、その右目市および|習の経済)J強化のために多きな要素であると雌信を

持っている"とした。個人の外国語能力は、社会的にみると 「私的イ ンフラJであり、制
人と社会の発展に大きな役割を果たしているということでもある。市長は英語教育につい

てや英語のせいで夫婦、家肢が縦れて暮らすという現実の打破が必要である"と強い愛情を

表した。国会議員時代から、このことについて附心があり、ノムヒョン前大統領に強く異議

し、消州烏英語村を建設することになり、最近でも仁川英語村を訪問し、参観しながら改普

抑llilの向校における1:1本務学科の尖態測11: - 45一



点を探してみたりした。でも、いざ仁川は全国において過去6年間語学成紛が最下佼だった

ことが、ソン市長を悩ませている。

http://www.asiae.co.kr/news/view.htm?idxno=2010081608280115776 

3 rレディキヨンヒャンJ(韓国女性誌)2015年11月号
rjl-のほのための中学校入学準備ABC-中学校は必修科目(国語、英語、数学、社会、化学、

体育、背楽、美術、技術、家庭、道徳)と選択科目(漢字、コンビュータ一、環境、日本

語、Jjl悶訟など)と分かれる。ところで重要なのは教科目の数だけでなく、教科内容もずい

ぶん進化されるということだ。よって、公式さえ覚えれば良い成績がでる初等学校(日本の

小学校に当たる)とは追い、原理と概念を疎かにすると、試験で効果をIHすのが難しい。ま
た技術型11¥胞の比重が向くなることで、面倒でも、解釈過程を正確に論じる訓練をしなけれ
ばならない。

http://lady.khan.co.kr/khlady.html?mode=view&code=13&artid=201511051506321&pt=nv 

<¥ rヨンナム日報J 20日年10月20日 [1998年今日]日本の大衆文化一次解放

1998年10月20日政府が日本の大衆文化を一次解放すことを発表した。世界四大l決i'lij祭で受賞

したことがある日本映画i及び日韓共同制作映聞の上映、日本の俳優の韓国映画への出演など
が許可された。日本映画が|五!内の映岡館で上映されるのは、光復節(こうふくせっ)以米53

年ぶりのことである。 1999年9月2次解放以来、公開された「ラブレター」は120万矧容を

動封するという記録を残した。

http://www.yeongnam.com/mnews/newsview.do ?mode= news View &newskey=20 151 020. 

010080740510001 

5 rOhmynewsJ 20日.11.16、チョチョナン記者)昔の三つ口船蛤たち、どれほと

ろうかo I初:v初0引j服島鮮下人の食堂組合を含むベ一カリ一組合、鉄道労働組合、青年団体発表会、劇場後

段、迎!併祝いの席、結婚式場、親睦集まりなどでも君が代の熱唱と宮城遥拝が強要された。

結婚式も1-1本の凶の始机を fl:える神社で行うことを宣伝していた。 1~，(~山和|咋上を 'Yriit に 111H;1~ さ

れたキili婚記念写Jlが度々発見されていることから、多くの朝鮮人がFI帝荒氏化政策に同調し
たことが分かるo

http://www.ohmynews.com/NWS_ Web/View/at_pg.aspx?CNTN_CD=A0002160302 

6 筆者の伯母は時間で生まれ、現在87歳である。韓国語が禁じられた時代を生きていた張本人

であるomt者も小さい頃に伯母から戦争の話や、日本語を強要されたl時代の、生の訴を耳.に
することがあった。 伯母は、その時代日本名も持っていた。現在は韓.同名のみで日本名を使

川することはないが、現在でもその名前を忘れられていない。長い年月を経ても、 H本訟を

忘れず訴すことができ、 EI本名を忘れず記憶しているのである。
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